
 

添付資料－１ 

「東海発電所 防災訓練実施結果報告書」の要旨 

 

１．報告内容 

東海発電所 防災訓練実施結果 

 

２．報告年月日 

平成３０年６月１２日 

 

３．防災訓練実施結果の主な内容 

東海発電所原子力事業者防災業務計画に基づく訓練 

防災訓練実施年月日 平成３０年２月２１日 

想定した 

原子力災害の概要 

東海発電所は廃止措置中において，東海村震度６弱の地震による

影響を受け，Ｌ１輸送容器を運搬中の車両が構内道路にて転倒する。

２回目の地震（東海村震度５強）の影響を受け，Ｌ１輸送容器の蓋

が開放し放射性物質が外部へ放出，さらに原子炉建屋内の高性能粒

子フィルタが破損し粒子状の放射性物質が排気筒から外部へ放出さ

れ，発電所敷地境界の放射線量が上昇し原子力災害対策特別措置法

（以下「原災法」という。）第１５条事象に至る原子力災害を想定し，

かつ東海第二発電所との同時発災とする。 

参 加 人 数
合計１９５名 

（社員１７４名，関係会社・協力会社員２１名） 

防 災 訓 練 の 内 容 以下の項目を「シナリオ非提示」にて実施。なお，(1)～(5)は発

電所総合訓練と兼ねる。 

【東海発電所における訓練】 

(1) 要員参集訓練 

(2) 通報連絡訓練 

(3) 緊急時環境モニタリング訓練 

(4) 発電所退避者誘導訓練 

(5) 原子力災害医療訓練 

(6) 本店総合災害対策本部との連携訓練 

 

【本店における訓練】 

(1)発電所災害対策活動支援対応訓練 

(2)本店原子力施設事態即応センター設置・運営訓練 

(3)原子力事業所災害対策支援拠点の設置検討及び適地選定訓練 

(4)広報対応訓練 

(5)原子力事業者間協力協定に基づく支援連携訓練 

(6)原子力緊急事態支援組織への情報提供訓練 

(7)ヘリコプター搭乗訓練 

防災訓練結果の概要

 

 

 

 

 

 

 

 

 

訓練結果の概要は次のとおり。 

【東海発電所における訓練】 

防災訓練の内容のうち(1)，(4)，(5)については，適切に実施され

たものの，『(2)通報連絡訓練』，『(3)緊急時環境モニタリング訓練』

及び『(6)本店総合災害対策本部との連携訓練』においては，以下の

とおり改善すべき課題が抽出された。 

(2)通報連絡訓練 

通報文に記載すべき事項で一部記載しなかったものが確認され

たため，今後の改善点とすることとした。 

【４．今後の原子力災害対策に向けた改善点（１）】 



 

防災訓練結果の概要

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＥＡＬ（緊急時活動レベル）の判断において，一部判断が遅か

ったものがあったため，今後の改善点とすることとした。 

【４．今後の原子力災害対策に向けた改善点（２）】 

 

(3)緊急時環境モニタリング訓練 

放射線防護措置に関する対応（防護装置，個人被ばく線量計）

について，一部実動訓練として実施していなかったことから，今

後の改善点とすることとした 

【４．今後の原子力災害対策に向けた改善点（３）】 

 

(6)本店総合災害対策本部との連携訓練 

発電所本部長からの指示に対して，一部において復唱されてい

ない場面や事象発生時刻を発話していない事例が認められたこと

から，今後の改善点とすることとした。 

【４．今後の原子力災害対策に向けた改善点（４）】 

 

【本店における訓練】 

防災訓練の内容のうち(1)及び(3)～(7)については, 適切に実施

されたものの，『(2)本店原子力施設事態即応センター設置・運営訓

練』においては，以下のとおり改善すべき課題が抽出された。 

(2)本店原子力施設事態即応センター設置・運営訓練 

本店ＥＲＣ（緊急時対応センター）対応班は，プラント班対応

リエゾンと連携し原子力規制庁ＥＲＣへの情報提供を実施した

が，プラント班対応リエゾンは，原子力規制庁ＥＲＣの活動状況

について本店ＥＲＣ対応班に十分に伝達できていなかったため，

今後の改善点とすることとした。 

【４．今後の原子力災害対策に向けた改善点（５）】 

 

原子力規制庁ＥＲＣへ提供されている資料と本店ＥＲＣ対応班

から発話した事象発生時刻との差異があったため，今後の改善点

とすることとした。 

【４．今後の原子力災害対策に向けた改善点（６）】 

 

原子力規制庁ＥＲＣへの伝達・連絡において，テレビ会議シス

テムにおける発話者に負担がかかったため，今後の改善点とする

こととした。 

【４．今後の原子力災害対策に向けた改善点（７）】 

 

ＥＡＬの発信・解除情報については, 本店ＥＲＣ対応班内のホ

ワイトボードに記載されていたが，容易に把握できる記載となっ

ていなかったため，今後の改善点とすることとした。 

【４．今後の原子力災害対策に向けた改善点（８）】 

 

本店ＥＲＣ対応班において，原子力規制庁ＥＲＣからの質問へ

の回答漏れが生じたことから今後の改善点とすることとした。 

【４．今後の原子力災害対策に向けた改善点（９）】 

 

●全体的には，訓練の目的として設定した内容について，防災要員

の緊急時対応能力の習熟，緊急時対応組織内の指揮命令が適切に行

われたと評価する。 

 

 



 

４．今後の原子力災害対策に向けた改善点 

本訓練において抽出された改善点は以下のとおり。 

（１）通報文に記載すべき事項の未記入について 

警戒事態該当事象発生連絡及び特定事象発生通報において，ＥＡＬの判断根拠を記入

すべき「その他特定事象の把握に参考となる事象」の欄が未記入のものがあったことか

ら，要員に対して再周知するとともに，要素訓練で練度向上を図り記載を徹底していく。 

 

（２）ＥＡＬ判断について 

発電所の事故事象が進展していく中でＥＡＬの判断に時間を要したものがあったこ

とから，東海発電所，東海第二発電所が同時発災し,両発電所の情報が混在した場合にお

いてもＥＡＬ判断を速やかに可能とする体制や方策を検討する。 

 

（３）放射線防護措置に関する対応について 

Ｌ１輸送容器の表面で線量上昇確認以降も放射線防護装備を着用せず,通常の作業服

で継続して活動を実施した。また，汚染環境下でのモニタリング作業時に個人被ばく線

量計を携行しなかったことから，実態に即した訓練となるよう今後の総合訓練及び要素

訓練において，放射線防護装備の着用及び個人被ばく線量計の着用を実動とするよう検

討する。 

 

（４）発電所本部長からの指示に対する復唱及び時刻の発話について 

①発電所本部長から全機能班への指示において，各機能班は「△△了解」と復唱するべ

きところ，一部の機能班が復唱しない場面が確認されたことから，要素訓練の中で繰

り返し実施して最適な発話の方策を検討する。 

②発電所本部において，発話者が発生事象を発話する際に時刻を発話しない場面があっ

たことから，時刻を発話する旨を再周知するとともに，要素訓練において練度向上を

図り意識付けを行う。 

 

（５）原子力規制庁ＥＲＣにおいて収集した情報の本店本部への伝達について 

原子力規制庁ＥＲＣに派遣されたリエゾンは，原子力規制庁ＥＲＣの活動状況につい

て,本店ＥＲＣ対応班へ十分に伝達できていなかったことから，リエゾンの役割を明確

にした上で派遣し，原子力規制庁ＥＲＣの活動状況を積極的に本店ＥＲＣ対応班内のリ

エゾン担当に伝達できるようにする。 

 

（６）原子力規制庁ＥＲＣへの説明内容と資料記載内容の差について 

原子力規制庁ＥＲＣへの情報提供にあたり，発電所本部より送信された資料に記載の

事象発生時刻と，本店ＥＲＣ対応班から発話した事象発生時刻が異なることがあったこ

とから，事象発生時刻の発話がないものは,発電所本部から入手した時刻であることを

明確にして原子力規制庁ＥＲＣへ伝達することとする。また，正式な発生時刻が確認で

き次第，原子力規制庁ＥＲＣへ伝達することとする。 

 

（７）原子力規制庁ＥＲＣへ提供する発話者への負担軽減について 

原子力規制庁ＥＲＣへの伝達・連絡において，テレビ会議システムにおける発話者に

負担がかかったことから，発話者，情報統括者及びホットラインの聴取者間の情報伝達

方法について再検討し，本店ＥＲＣ対応班の体制の見直しを行う。また，本店ＥＲＣ対

応班を統括している情報統括者が，本店ＥＲＣ対応班内の発話者などの要員が対応困難

になっている場合に本店本部へ増員を要請することができる運用を検討する。 

 

（８）ＥＡＬの発信・解除情報の整理について 

ＥＡＬの発信・解除情報については，本店ＥＲＣ対応班内のホワイトボードに記載さ

れていたが，整理されていなかったことから，本店ＥＲＣ対応班内に発信状況の一覧シ

ートを備付け，ＥＡＬの発信・解除時間を明確にしておく。 

 

 



 

（９）原子力規制庁ＥＲＣへの情報提供について 

本店ＥＲＣ対応班において，原子力規制庁ＥＲＣからの質問への回答漏れが生じたこ

とから，ＥＲＣプラント班対応リエゾンと連携し，原子力規制庁ＥＲＣへの質問回答状

況を把握するとともに，ホワイトボードへの記載等により見える化をする専属の担当を

置くなどを検討する。 

 

以 上  


